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 9月 14日、平成 29年度の仮想プロジェクトがいよいよスタートしました！「仮想プロジェクト」は、提示された課題の解決に向けた 

 ビジネスプランをグループ（各 6 名）で企画立案し、プレゼンテーションまでを実践する６回シリーズの講義です！ 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくい女性ネットとは… 

県内の企業、事業所、団体等で活躍中の女性が、 

相互交流、自己研鑽、企業等における女性の活躍促進を目的として、 

講演会や交流事業、情報発信事業に取り組んでいます。 

http://pref.fukui.lg.jp/doc/joseikatuyaku/ladygp/f-net.html 
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福井県とお茶の水女子大学が共同で作成・実施する女性リーダー育成研修プログラム「未来きらりプログラム」。 

９月からは、いよいよ２つのコースに枝分かれし、企業リーダーコースは「仮想プロジェクト」に、 

製造業リーダーコースは「ものづくりスキルアップ講座」に取り組んでいます。 

今回は、9～11月に行われた講座の様子をリポートします。 

2023 年に予定されている北陸新幹線の敦賀までの開業につ

いて、今後のスケジュールや県内各地での整備計画のほか、すで

に開通している金沢での経済効果等を教えていただきました。    

新幹線開業をきっかけに福井に来た県外の方が、何度でも福井

を訪問したいと思えるような福井県の魅力を高める工夫や取組

みが非常に重要だと感じました。       （担当：朝井） 

企業リーダーコースは「仮想プロジェクト」始動！ 

」 

企画立案のポイントは「三方よし」を実現する事。ターゲッ

トと目的を明確にし、現状分析をしっかりして、プランの内容

を実現性の高いものにしていきます。 

また、新しい事業のアイデアを生み出すための様々な着眼点

（ヒント）や手法について、実例を交えながら学びました。「こ

の方法なら、違った切り口からもアイデアが出てくる！」と思

える発想方法で、自社でも実践していきたいです。   

（担当：荒井） 

 

 

【講義】 

講師：一般社団法人日本経営協会 寺田久美 氏 

今年のテーマは「新幹線敦賀開業に着目したビジネスプラン」 

【オリエンテーション】 

説明者：県政策推進課 課長補佐 網本敬徳 氏 

 

  

自分の思いついた新しいビジネスのアイデアを書き出し、

グループ内で話し合いながら意見をまとめました。 

自分ではなかなか思いつかないようなアイデアが多く、と

ても勉強になりました。これからどのようなビジネスプラン

にまとまっていくかがとても楽しみです。 （担当：藤田） 

９月１４日（木）      仮想プロジェクト①「アイデア発想方法」 
 

【グループワーク】 



 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師： 一般社団法人日本経営協会 寺田久美 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品・サービスを、誰に対して、いくらで、どのよう

に伝え販売し価値を創造するかというビジネスモデルの

考え方について、実際の事例をもとに学びました。ビジ

ネスモデルを固めていく上では、事業のコンセプトがブ

レないように一貫性を持たせることが重要とのことで、

今後企画を固めていくにあたってそれらの点に気を付け

ながら進めていきたいと感じました。  （担当：朝井） 

 

事業を行うにあたっては、誰に・何を・どのように提供す

るかが大事であり、そのためには現状を知り、お客様が何を

求めているか・何に価値を見出すかを分析する必要がありま

す。今回は、それらを分析するための考え方・手法を学びま

した。学んだことは自分の仕事でも活かすことができ、扱っ

ている商品の強みを知り、誰に・どのような演出や接客をす

ると効果的かを職場のメンバーに気づかせるような、新たな

指導ができるようになったと思います。   （担当：田中） 

講師： 一般社団法人日本経営協会 寺田久美 氏 

  

 編集後記①   ９月からスタートした仮想プロジェクト。３月にはその集大成としてビジネスプランの発表会がありま

す。それぞれのグループがどのような企画を練ってくるのか、どのように工夫を凝らしたプレゼンを行うのか今から楽し

みです。今後もグループで協力しながら意見を出し合い、より良い企画になるよう進めていきたいです。     （朝井） 

編集後記① 

グループワークでは、①現状分析として「強み（内部

環境）」と「機会（外部環境）」の洗い出しを行い、②誰

を「ターゲット」にして「何を」「どのように」という

事業企画の立案を行いました。 

事業企画は単なるアイデア出しではなく、顧客が求め

ていることや機会を捉えて、客観的な裏付け（統計デー

タ等）を元に、商品価値・サービスを考える必要がある

ことを学びました。          （担当：福山） 

 

 

チームになってのグループワークも今回で３回目。チ

ームとしての繋がりも強くなり、まだまだ曖昧だったビ

ジネスプランも、グループワークを通していよいよ具体

的になってきました。講義の最後に、各班が現段階のビ

ジネスプランについて中間発表をしました。テーマは同

じなのに、各班が出したビジネスプランは様々。３月の

発表会が楽しみです。        （担当：吉田） 

 

１０月１２日（木）     仮想プロジェクト②「マーケティング（１）」 
  

１1 月９日（木）      仮想プロジェクト③「マーケティング（２）」 
  



 初回はサンドーム福井の管理会議棟内にある「福井ものづくりキャンパス デザインラボ」の見学から始

まりました。３D プリンタやレーザー加工機、UV プリンタ、光造形機などの工作機械を備え、誰でも気軽

にものづくりを体験できる施設となっていました。工業技術センターの３D 試作センターと連携しており製

品開発のバックアップもしているそうです。実際に出来上がったものや製作している様子を見学させて頂き

ました。気軽にものづくりができる施設なので是非利用したいと思いました。       （担当：八田） 

 

 講義では、女性リーダーに必要な「多様な職務経験」と「自己認識力」について教えて頂きました。「自己

認識力」とは自分で自分の長所も短所もきっちり把握・分析できること。女性に足りないのは自信です。自

信がない事でせっかくの活躍のチャンスを逃しがち・・・勿体ないですよね。それを経験と自己認識力で補

う事で、目の前に現れたチャンスを自分の手で掴めるようになれる！！毎日の業務・ハプニングも経験です。

積極的に経験を積んでいこうと思いました。                      （担当：小川） 

 

 

 

」 

今回から製造業リーダーコースのメンバー９名での講義になりました。急に人数が減って、心細い感じもありま

したが、先生への質問などもしやすく、中身の濃い講座になっていくと思います。残り半年９名で頑張ります！！ 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造業リーダーコースは「ものづくりスキルアップ講座」がスタート！ 

」 

「ものづくりに活きる女性の視点」 

講師： 一般社団法人中部産業連盟 マネジメント開発部 部長  杉藤 里美 氏 

 

  

9 月 15 日（金）            ものづくりスキルアップ講座① 
  

11 月 15 日（水）             ものづくりスキルアップ講座③ 
  

ものづくりの中核人材に求められる知識・ノウハウの上位に「改

善」、「設備の保全」がありました。女性は改善・設備の保全など

に関わる機会が少なく、苦手な分野だったりしますが、女性も経

験をさせる事で知識やノウハウが身についてくると思うので、教

育する場や実践する場をどんどん与えてほしいと思いました。 

そして、ものづくりの基本概念は、徹底的なムダ排除による原価

低減だという事。当社でも入社してから各階層でTPS（トヨタ生 

産方式）教育があります。一人一人がTPSの考え方を意識していくことが大切だと感じました。今回の講義

で人材育成が重要となっていると感じ、教育部署に携わる私にとっては大きな気づきとなりました。 

また、講義後には２８年度製造リーダーコース受講者の方との交流会がありました。色々なお話を聞く事

ができ、とても良い刺激となりました。                        （担当：永宮） 

「ものづくりの中核人材となる ～ものづくりの全体像を理解する～」 

講師： 一般社団法人中部産業連盟 マネジメント開発部 部長  杉藤 里美 氏 

 

  



 

 

 

 

 

 

   

                                       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

工場見学では、広い工場内の至る所で、整理整頓が行

き届いていると感じました。細かな部品や工具など必要

な備品が多く見受けられましたが、置場が決められてお

り管理されているという印象を受けました。 

また、寺子屋と呼ばれる教育専用のエリアがあり、そ

こで研修を受けた後に現場に配属される新人教育システ

ム、専門的な技術を現場以外で習得できるようになって

おり、教育体制がとても充実していました。 

食堂や売店、医務室など働く人がより働きやすい環境が整っており、 

羨ましく感じました。                  （担当：宮野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 17 日（火）            ものづくりスキルアップ講座② 
  
「現地研修(1) 県内企業」 

講師： 一般社団法人中部産業連盟 マネジメント開発部 部長  杉藤 里美 氏 

 

  アイシン・エィ・ダブリュ工業㈱   
事業内容 ： 自動車用 A/T部品の開発、製造及び販売 

従業員数 ： 3,770名   

 編集後記②  現地研修では、当社の見学に来て頂

きました。意見交換会で感想を聞き、当たり前に感じて

いた事が他社から見ると少しは誇れる会社なのかなと

感じました。参加した女性社員も自信に繋がったので

はないかなと思います。また、このような機会を作って

いきたいです。                     （永宮） 

 

 

女性社員の方々との意見交換会では、自信を持って仕

事をされている事がひしひしと伝わり、皆さん控えめで

すが、芯の強さを感じました。多くの苦労や様々な体験

を乗り越え、「仕事をする上で男女差は無い」という意

思を持って働く発言が非常に印象に残りました。意見交

換会での皆さんの考えを持ち帰り、自分の職場に合った

形で活かしていきたいと思います。   （担当：今井） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくい女性ネット（第 10期）参加企業 ― ふくい女性ネットの趣旨にご賛同いただいた企業 ― 

アイシン・エィ・ダブリュ工業㈱ ㈱アスピカ イーゲート㈱ ㈱ウォンツ・ジャパン 

小浜製綱㈱ ㈱カズマ 社会福祉法人 敬仁会 ㈱米五 

㈱三栄商会 シプロ化成㈱ ジャパンポリマーク㈱ ㈱ジャルダン 

社会福祉法人 新清会 ㈱ＳＨＩＮＤＯ ㈱すみよし ㈱そごう・西武 西武福井店 

ダイトーケミックス㈱ ㈱ＴＯＰ ㈱日本エー・エム・シー ㈱日本オカダエンタープライズ 

日本電産テクノモータ㈱ 福井県民生活協同組合 福井市 福井商工会議所 

公益財団法人 ふくい女性財団 国立大学法人 福井大学 福井経編興業㈱ ㈱ＰＬＡＮＴ 

北陸電力株式会社 福井支店 医療法人 穂仁会  マイランＥＰＤ合同会社 社会福祉法人 町屋福祉会 

㈱みつばち ㈱ヤスサキ 山耕㈱ 横山電機㈱ 

 （36社 50 音順） 


